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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八丈出張所管内の感染症流行情報　　　　　　　　　（八丈町・青ヶ島村）

第18週（4/29～5/5）八丈出張所管内COVID-19　1件

★八丈出張所管内では新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の報告が 1件（前週12件）ありました。

★東京都のCOVID-19（17週4/22～4/28）定点当たりの患者報告数は 2.39人で先週より減少しています。

★東京都の定点医療機関のインフルエンザ患者報告数は、17週で298人、定点当たり0.72人（前週1.21人）と

減少しています。

注目される定点把握対象疾患
－ RSウイルス感染症 －

右グラフは東京都のRSウイルス感染症の流行

状況を示したグラフになります。

例年は夏以降に流行が見られる感染症ですが、

今年は第16週(4/8～14)で、定点あたり報告数が

2.05人、17週（4/15～21）では1.84人と早くも昨年

と比べて約4倍の増加がみられます。

ひとくち感染症情報 「RSウイルス感染症」
どんな病気？
RSウイルスによる呼吸器感染症です。1 歳までに

50～70％以上が感染し、２歳までにはほぼすべて

の小児が少なくとも 一度は感染すると言われてい

ます。症状は軽い風邪様症状から重い肺炎まで様々

ですが、乳児期早期（生後 数週間～数カ月間）にRS

ウイルスに初感染した場合、細気管支炎、肺炎を引

き起こすことがあり、特に低出生体重児や心臓や肺

に基礎疾患がある場合は重症化のリスクが高いです。

また、頻度は少ないですが重篤な合併症として脳症が

あります。RSウイルスは生涯にわたって感染を繰り返すので、幼児期における再感染での発症はよくみられま

すが、その多くは軽い症状です。治療は解熱薬の投与や水分補給などの対症療法が主となります。

どうやってうつるの？
RSウイルス感染症は、ウイルスに感染している人の咳やくしゃみ、又は会話のときに飛び散るしぶきを吸い込ん

で起こる飛まつ感染と、ウイルスがついている手指や物品（ドアノブ、手すり、スイッチ、机、椅子、おもちゃ、コッ

プ等）を触ったり、なめたりすることで起こる接触感染があります。

どうやって防ぐの？
咳等などの呼吸器症状がある年長児やおとなは、可能な限り 0 歳児から 1 歳児との接触を避けることが乳幼

児の発症予防に繋がります。接触感染の予防は、子どもたちが日常的に触れるおもちゃや手すりなどをこまめ

にアルコール又 は塩素系の消毒剤などで消毒することと、流水と石鹸による手洗いが重要です。また、咳など

の症状がある場合にはマスクを着用するなどの咳エチケットが有効です。

引用：東京都健康安全研究センターRSウイルス感染症リーフレット
https://idsc.tmiph.metro.tokyo.lg.jp/assets/diseases/rs-virus/hitokuchi-joho.pdf?20230622
厚生労働省RSウイルス感染症Q&A

感 染 症 週 報

新型コロナウイルス感染症・インフルエンザにご注意ください！

東京都RSウイルス感染症の流行状況
（定点当たりの患者報告数）
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